
女川町水産加工団地排水処理施設整備等事業は、良好な沿岸漁場である女川湾の水質が、水産業
関連施設から排出される汚水により悪化することを防止するため、排水を一元的に処理（浄化）・管理す
る排水処理施設を整備し、水産関連事業者が共同利用することにより、環境への負荷を低減し漁場の
保全を図るものである。
排水処理施設整備に係る対価については、東日本大震災復興交付金に定める「水産業共同利用施設
復興整備事業」として交付金を活用している。また、専用管渠を含む本施設の維持管理・運営に係る
費用については、水産関連事業者からの利用料金により賄っている。
PFI手法を導入したことにより、事業期間を通じたライフサイクルコスト削減、性能発注によるコスト縮減等、
財政の効率化が実現された。
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女川町水産加工団地
排水処理施設整備等事業

契約金額

施設概要

事業経緯

女川町（宮城県） 人口：約0.6万人（平成27年国勢調査）

PFI（BTO方式） 混合型

平成26年3月～令和17年3月（21年）

約24億円
VFM：ー％（数値は非公表）

排水処理施設の設計・建設・維持管理・運営、
専用管渠の維持管理

平成25年 2月　女川町水産加工流通復興計画
平成25年 7月　実施方針等の公表
平成25年 9 月　募集要項等の公表
平成25年12月　優先交渉権者の選定
平成26年 3月　事業契約等の締結

代表企業…建設企業
構成企業…設備企業、建設企業、維持管理企業

事業方式

SPCの構成企業

事業主体

事業期間

民間事業者
（SPC）

官民ファンド
（PFI推進機構）

女川町

排水処理
施設

所
有

全景
出典：株式会社髙田建築設計事務所HP排水処理施設

国（復興庁）

交付金
（水産業共同利用
施設復興整備事業）

直
接
協
定

金融機関

返
済

融
資

出
融
資

利
用
料
金

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

設
計
、建
設
、

維
持
管
理
、運
営

事
業
契
約

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
対
価
の
支
払

契
約 出資配当

維持管理企業設備企業 建設企業
構
成
企
業
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